
～幼児教育アドバイザーへの依頼続々！～
梅雨が明け、いよいよ本格的な夏の到来を感じる季節となりました。子どもや先生方が

夏ならではの活動を楽しみながら、元気に毎日を過ごされていることと思います。

さて、7月に入り、各園（所）からの訪問支援・研修の依頼や各市町幼児教育・保育施

設担当課、教育委員会、幼児教育・保育団体から、行政説明や研修の依頼が続々と舞い込

んでおります。これまでは難しかった「先生方のニーズに応じた支援や研修をタイムリー

に行う」ことが実現できるものとなりましたことは、私たち長崎県幼児教育センター所員

にとって大きな喜びです。これからも、たくさんの御依頼をお待ちしております！

（依頼テーマ例）


 各園（所）から     

「自由保育の取り入れ方」「気になる子どもへの接し方」「小学校との円滑な接続」

「保育環境づくり」「園内研修の取組み」「不適切保育を防ぐために」

「指導案の書き方」「主体性を育てる環境設定」「保護者対応」


 各市町・団体から     

「幼児教育センターの活動について」行政説明

「幼保小連携について」講義

「不適切保育について」施設合同研修会

「要録の書き方について」施設合同研修会

＜幼児教育アドバイザーからの意気込みを一言！＞


 「保育者の方々と協力して、地域の幼児教育を支援していきたいです！がんばりま

す！ 」                    ｂｙ 岩崎アドバイザー


 「保育に携わる沢山の方々との出会いを楽しみにしています。どこへでも会いに伺い

ます！」                    ｂｙ 山口アドバイザー


 「皆さんと気持ちを合わせて、解決策を考えます！」 ｂｙ 森川アドバイザー

＜７／２１ 雲仙市 保育会定例会における行政説明の様子＞

幼児教育アドバイザーの活用例について、岩崎ア

ドバイザーが説明いたしました。

このように、直接、皆さまにお会いしてお話する

機会をいただき、ありがたく思います。

これからも、多くの皆さまと直接お会いし、共に

考え、歩みを進めてまいりたいと思います。
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～子どもの読書活動の推進とは？～
皆さんは、右の冊子を目にしたことがありますか。

これは、5年ごとに県で策定されるもので、現在、

「第五次長崎県子ども読書活動推進計画」策定に

向けた動きが県教育庁生涯学習課を中心として

進められています。現計画には、「子どもが生涯に

わたって読書に親しみ、読書を楽しむ習慣を形成し

ていく上で、学校等はかけがえのない大きな役割を

担っています。」と記されています。


 幼稚園・保育所等の具体的取組


〇幼稚園教育要領等に基づき、読み聞かせなどの絵本や物語に親しむ活動を

充実させる。

  〇絵本のコーナーを整備・充実させる。

  〇未就園児を対象とした子育て支援活動の一環として読み聞かせ等を行う。

  〇保護者に対して、家庭で読書に親しむことの意義や大切さを伝える。

   上記に示された内容について、自園（所）の取組を確認していただきながら、「絵
本の選び方について新たな知見を得たい！」といった先生方からのお声がありまし

たら、ぜひ、園内研修等で幼児教育アドバイザーの訪問研修を活用ください！

        

～今後の研修会予定～
〇幼児期の教育・保育力向上研修会 ～幼児期の運動遊びを見直そう～
日 時：８月２４日（木）１０：００～１５：３０
場 所：長崎県勤労福祉会館2階講堂  ※申込み〆切は7月28日（案内済みです。）

〇第５１回長崎県国公立幼稚園・こども園協会研究大会、

文部科学省 幼児教育の理解・発展推進事業長崎県委託幼児教育研究協議会 壱岐大会
大会主題
「幼児教育と小学校教育をつなぐ架け橋期の円滑な接続をめざして」
～進んで「言葉による伝え合い」を行う幼児の育成～

日 時：令和５年１０月２０日（金）９：００～１５：１０
場 所：壱岐市立那賀幼稚園（公開保育）、壱岐市立那賀小学校体育館（協議会）
※７月７日付け「５こ未第１３０号」文書で第一次案内を各園（所）に送付済みです。

申込み方法、詳細につきましては、第二次案内でお知らせします。

〇文部科学省幼児教育の理解・発展推進事業長崎県委託 向陽幼稚園幼児教育研究協議会

研究テーマ
園内で利用している ICT機器及び園務支援ソフトを活用した保育記録の改善とその
活用方法について

開催日：令和5年11月2日（木）
場 所：向陽学園 向陽幼稚園
※詳細は8月下旬～9月上旬に、開催案内を送付予定です。

（文責：こども未来課 石田 久美子）


